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   The effects on renal function of an ionic and hyperosmolaric contrast agent (diatrizoate) and 
a non-ionic and slightly hypertonic agent (iohexol) for drip infused urography were compared on 
60 patients with normal renal function. Urine samples were collected before and 30 minutes after 
 drip  infusion  of  contrast  agent,  and  analyzed  for  albumin  (ALB),  r-glutamyl  transpeptidase  (r-
GTP),  N-acetyl-P-glucosaminidase  (NAG),  P2  microglobulin  ((3  2MG)  and  creatinine  (CRE).  The 
urinary excretion of proteins and enzymes was compared with urinary  CRE.  r-GTP, NAG and 
 /3 2MG increased significantly after infusion of diatrizoate.  1-GTP and  13 2MG increased signifi-
cantly after infusion of iohexol. Excretion of ALB,  r-GTP, NAG and  p 2MG was significantly 
higher after infusion of diatrizoate than after iohexol. The urinary concentration of  CRE was 
significantly lower after infusion of diatrizoate than after iohexol. The degree of renal damage 
after urography was no related to the appearance of allergy to the contrast agent or age of patient. 
Therefore, the non-ionic and slightly hyperosmolaric iohexol may be less toxic to the kidneys than 
the ionic and hypertonic  diatrizo  ate. This nephrotoxicity after drip infused urography is thought 
to be related mainly to the osmolarity of contrast agent. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 767-773, 1992) 


























対 象 は 血清 ク レアチ ニ ソ(Cr)が 正 常 範 囲 内 に あ
り,静 脈 性 尿 路 造 影 検査 を必 要 と した 当科 外 来 患 者60
例 で あ る.造 影 剤 は イ オ ソ性 と してdiatrizoate(60
%ウ ロ グ ラ フ ィ ン⑪,ヨ ー ド含 有 量292mg/ml,対生
食 浸 透 圧 比6)の100mlを 用 い,非 イ オ ソ性 と して
はiohexol(オム_パ ー ク300②,ヨー ド含有 量300mg/
ml,対生 食 浸 透圧 比2)lz)の同 じ く100mlを 用 い た ・
対象 の60例をdiatrizoate群とiohexol群のそ れ ぞ
れ30例ず つ に 分 けた が,造 影 検査 順 に交 互 にdiatri-
zoate群とiohexol群に 振 り分 け,最 終 的 には そ れ
ぞ れ の群 は 男 女 同様 とな る よ うに調 節 した.原 疾 患 は















































































分 後 に そ れ ぞれ 自然 排 尿に よって 採 尿 し,た だ ち に冷




体 濾過 機 能 の指 標13)として,7-GTPは 尿細 管細 胞 の
brush-borderenzymeの指 標 玉4)として,NAGは 尿
細 管細 胞 のlysosomalenzymeの指標15>として,ま
た,β2MGは 尿細 管性 蛋 白 尿 の 指標16)として 測 定
し,尿 中Crの 値 で 除 した 比 の値 を 用 い て 検 討 した.
























Table3には 造 影 剤 注入 前 後 の 尿 中物 質 の 値 を示
して い る.diatrizoate群では 造 影 前 に 比べ て造 影 後
にALBの 増 加傾 向 が あ り,γ一GTP,NAGと β2
MGは 造 影 後 に 有 意 に 増 加 した.ioheXOx群で は造
影 後 にr-GTPと β2MGが 有意 に 増 加 した が,
ALBとNAGの 前 後 の値 に 差 は な か った.Crは2
群 と も造 影 後 に有 意 に 低 下 した.
Table4に は 各 尿 中 物 質 の 造 影 前 後 の差 の値 を 示
して い る が,い ず れ の項 目もdiatrizoate群の方 が
iohexol群よ り差 の値 が 有 意 に 大 きか っ た.
静 脈 性 尿 路 造影 で何 らか の 副作 用 症 状 のみ られた の
は,diatrizoate群で8例(27%),iohexol群で2例
(7%)で あ った.こ の うちdiatrizoate群の5例 と
iohexol群の1例 は 軽 度 の 発 疹 と蚤 痒 感 の み で ,特 に
治療 を必 要 と しな か った.diatrizoate群で 強 い 嘔 気
の あ った1例,全 身 発 赤 の1例,喉 頭 閉 塞 感 ビ}例 と
iohexol群で蚤 痒 感 の強 か った1例 に ステ ロD静



























































































注 を行 った.こ れ らの副 作 用 症 状 は造 影 剤 の点 滴 注 入
の終 了 ま ぎわ か ら注 入5分 後 に か け て 出現 した.し か
し,2群 と も シ ョッ ク状 態 とな った 例 は い なか った.
Table5で はdiatrizoate群を 副作 用 症 状 の有 無
で分 け,腎 障 害 の程 度 を比 較 した.副 作 用 症状 の なか
った グル ー プでは 注 入 前 後 の γ一GTP,NAG,β2MG
とCrに 有 意 な 差 が あ った が,副 作 用 症 状 の あ った
グル ー プで 有 意 差 が あ っ た のは γ一GTPとCrの み
で あ っ た.
Table6とTable7に は2群 の39歳以下,40～59
歳,60歳 以 上 の年 齢 別 の 各 尿 中物 質 の造 影 前 後 の値 を
示 して い る.Crがdiatrizoate群,iohexol群の い
ず れ の 年 齢 層 で も造 影 後 に 有意 に減 少 してい た が,有
意 に 増 加 した の は39歳以下 ではdiatrizoate群の γ一
GTPの み,iohexol群では β2MGの み で,40～
59歳ではdiatrizoate群の γ一GTP,NAGと β2
MG,iohexo1群で は γ一GTPとNAGで あ った が,


























































































腎 に 対 す る作 用 と して は 糸球 体 と近 位 尿細 管 の障 害
が あ る.糸 球 体 の 障 害 に つ い て は 造 影 検 査 後 の 尿中
ALBの 増 加 か ら糸 球 体 基 底 膜 の 透 過 性 充進 に よる と
され てい る13).
Staculら8)はイ オ ン性diatrizoateと非 イ オ ン{生
iopamidolの静 注(160～240m1)に よるdigital
subtractionangiographyを行 い,ど ち らの造 影 剤 で
も検 査 後 に 尿中ALBが 有 意 に 増 加 した が,イ オ ソ
性 剤 に 比 べ 非 イオ ン性 剤 の 増 加 の方 が有 意 に 大 きか っ
た と報 告 して い る.彼 らは2群 間 の 尿 中ALB増 加
量 の差 の原 因 の ひ とつ と して造 影 剤 の 浸透 圧 の 差 を あ
げ て い る・ 一 方,Khouryら5)はlml/kgの イ ナ ソ
性diatrizoateと雰 イ オ ン性iopamidolを用 いた 同
様 の検 査 で い ず れ も蛋 白尿 の増 加 を認 め て い な いが,
同量 の造 影 剤 に よ る通 常 の 腎 動 脈造 影 で は35%の例 に
蛋 白尿 を認 め て い る,こ の 差 は造 影 剤 の量 と腎 内濃 度
の差 に よ る も の と考 え られ,Khouryら5)は造 影 剤 に










































































































L正 常 血 清Crの 患 者 を 対 象 と して 静 脈 性 尿 路 造
影 を 行 い,イ オ ン性diatrizoate(60%ウPグラ フ ィ
ン②,100ml)使用 群30例と非 イ オ ン性iohexol(オム
ニパ ー ク300⑪,100ml)使用 群30例に分 け て 造影 剤 に
よ る腎 障害 の程 度 を 比 較 した.
2.造 影 剤注 入 前 と注 入30分後 に 採 尿 し,尿 中ALB,
γ一GTP,NAG,β2MG,Crを 測 定 し,尿 中Crの
値 で 除 した 比 の値 を 用 い て 推 計学 的 に 検討 した.
2,造 影 剤 注入30分後 にdiatrizoate群で γ一GTP,
NAGと β2MGが 有 意 に増 加 し,iohexo1群で は
γ一GTPと β2MGが 有 意 に 増 加 した 。ALBは
diatrizoate群で 増 加傾 向が あ った.
4.各 項 目の 前 後 の差 の値 は,い ず れ もdiatrizoate
群 の ほ うがiohexol群よ り有 意 に 大 き く,iohexol
はdiatrizoateより腎 障 害 が 少 な い結 果 が え られ た.
5.造 影 剤 に よる副 作 用 症状 の あ った症 例 が,副 作 用
症 状 の なか った症 例 に 比 べ て腎 障 害 が 増 強す る こ とは
なか った.ま た,年 齢 別 で は造 影 後 に 高 齢者 ほ ど腎 障
害 が 増 強 す る こ ともな か っ た。
6.尿 中Crは 造 影 剤 注 入 後 に2群 とも有 意 に 減 少
した が,減 少 率 は イ オ ン性 群 の方 が非 イ オ ン性 群 よ り
有意 に 大 き く,静 脈 性 尿 路 造影 に おけ る腎 障 害 は お も
に造 影 剤 の高 浸透 圧 性 に よる と考 え られ た.
稿 を終 えるにあた り,本 研究の終始にわた り御協 力を頂 き
ま した第一製薬 株式会社 秋田出張所 の菊地清忠 氏に深謝致 し
ます.
本研究の要 旨は第21回日本腎臓学会 東部 部 会(1991年5
月,東 京)に おいて発表 した.
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